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テラヘルツ波発生に用いる有機非線形光学結晶は、無機結晶に比べてレーザー耐性が低い。熱

伝導率などの物理定数も不明である。現在、有機非線形光学結晶のレーザー耐性は破壊検査が一

般的であるが、破壊要因を特定し結晶品質を正確に評価するためには、レーザー耐性の非破壊計

測が望まれる。われわれは、ポンプ光入射によって誘起される熱レンズ効果計測に立脚した非破

壊レーザー耐性評価法を提案し、様々な物質の屈折率変化を定量化する基盤技術の確立を目指し

ている。 

本研究では、高繰返し波長可変ピコ秒レーザー(λ1=1.5099 m、λ2=1.5425 m、パルス幅7.4 ps、

繰返し周波数1 MHz)をポンプ光とする差周波光発生1,2)において、非線形光学結晶であるDAST結

晶にプローブ光としてHe-Neレーザー(λ=632.8nm)を導入して、DAST結晶の熱レンズ効果を計測

した。実験光学系をFig. 1に示す。ポンプ光とプローブ光を結晶に同軸で入射し、結晶透過後のプ

ローブ光をレンズ(焦点距離100mm)でCCDカメラに集光した。この際、ポンプ光のパワーに依存

して変化するプローブ光の集光位置を計測した(Fig.2)。この結果より、熱レンズ効果による結晶

の屈折率変化は、ポンプ光パワーに対して線形応答し、厚い結晶を用いた場合の方が結晶の熱レ

ンズ効果が大きいことが分かった。詳細は当日報告する。 
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Fig.1 Experimental set up 

Fig.2 Displacement of probe beam focal length along the 

z-axis as a function of the 1.5µm input power. 
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